
令和７年第６回富山県教育委員会議事日程 

 

５月30日（金）午前10時 

県庁４階大ホール 

 

１ 会議録の承認について 

  令和７年４月30日開催の令和７年第５回富山県教育委員会会議録の承認について 

 

２ 報告事項 

(1) とやま科学オリンピック2025の開催について 

 教育企画課長から説明した。               

(2) 第３回富山県公立夜間中学設置検討協議会の報告 

教育みらい室課長（夜間中学設置準備担当）から説明した。  

(3) 令和７年３月高等学校卒業者の就職状況について  

教育みらい室県立高校課長から説明した。 

 

３ 今後の教育委員会等の日程について 

 

４ 議決事項 

議案第12号 令和８年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採択に係る諮問事項の件 

教育みらい室小中学校課長から説明し、原案のとおり可決した。 

議案第13号 令和７年度富山県教科用図書選定審議会委員委嘱（任命）の件 

教育みらい室小中学校課長から説明し、原案のとおり可決した。 

 

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14条７項により、議案第 12号および議案

第 13号は非公開となりました。 



１ 目的
・科学に対する関心を高めるとともに、科学的才能や論理的な思考力、問題解決能力など、子どもたちが持っている様々な力や可能性を伸ばす。
・科学オリンピックに参加した経験により「生きがい・希望実感」や「友人とのつながり」などのウェルビーイングの構成要素の実感が高まり、

持続的なウェルビーイングの向上を図る。
・「科学の甲子園ジュニア全国大会」及び「科学の甲子園全国大会」の富山県予選として全国大会に出場する生徒及びチームの選抜を行う。

２ 2024大会からの変更
① 中学校部門で実施会場の集約（４会場→２会場）
② 中学校部門の参加対象に小学６年生の参加を認める。
③ 高校部門で総合戦（団体戦）を新設
④ 高校部門の個別戦で、複数分野の受験が可能

３ 大会の概要

＜中学校部門＞
日 時 ８月２日（土）９：３０～１３：００
会 場 富山会場：富山中部高校 高岡会場：高岡高校
対象者 中学校１～３年生、小学校６年生

（義務教育学校、特別支援学校の同年次の生徒）
※小学校６年生の参加を認める。

内 容 数学、物理、化学、生物、地学、情報の総合問題（筆
記）に個人で取り組む。（検査時間120分）

表彰等 ・総合成績の上位者を表彰する。
・成績上位の生徒６名を、12月に開催される「科学の甲

子園ジュニア全国大会」の富山県代表候補とする。

＜高校部門＞
日 時 ８月８日（金）【個別戦】 ９：００～１２：３０

【総合戦】１０：００～１５：３０
会 場 富山大学理学部
対象者 高校１、２年生（高等専門学校、特別支援学校の同年次の生徒）

※個別戦に限り、中学校３年生の参加を認める。
内 容 【個別戦】

・原則としてペア（２人１組）で筆記問題に取り組む。
（異なる学校同士のペアも可）

・ペアで「数学」「化学」「物理または生物」の各分野のうち、１～３分野を
選択して受検することができる。（検査時間各分野50分）

【総合戦】
・同じ高校に所属する３～６人でチームを構成し、筆記問題（数学、物理、化

学、生物、地学、情報）と実験問題（物理、化学、生物）に取り組む。
・筆記問題はチーム全員で取り組む。（検査時間60分）
・実験問題はチームの構成員が３分野に分かれて取り組む。（検査時間120分）

表彰等 【個別戦】
・分野ごとに成績上位のペアを表彰する。
・３分野を受検し、すべてで金賞を受賞したペアには「三冠賞」を授与する。

【総合戦】
・筆記問題１～３位、実験問題の各分野１～３位、筆記問題、実験問題の合計

得点の上位３チームを表彰する。
・優勝チームを、来年３月に開催される「科学の甲子園全国大会」の富山県代

表とする。

公式マスコットキャラクター
ライアップ君

公式アシスタントキャラクター
サイエンシュタインズ

令和７年５月３０日
教 育 企 画 課

とやま科学オリンピック２０２５大会について

富山北部高校情報デザイン科作成
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とやま科学オリンピック２０２４の開催結果について 

 

 

 標記大会を令和６年８月３日（土）及び９日（金）に開催したところ、４３１人の生徒の参

加がありました。その概要を報告します。 

 

１ 目 的 

・子どもたちの科学に対する関心を高めるとともに、科学的才能や論理的な思考力、問題解

決能力など、多くの子どもたちが持っている様々な力や可能性を伸ばす機会を提供する。 

・数学や理科を中心とした自然科学だけでなく、国語や社会を中心とする人文・社会科学に

も広く共通する科学的なものの見方、考え方を養う。 
 

２ 開催日時及び会場  

○中学校部門 

   令和６年８月３日（土）９：３０～１１：００ 
   （新川会場）魚津高等学校 （富山会場）富山中部高等学校 
   （高岡会場）高岡高等学校 （砺波会場）砺波高等学校 
 ○高校 部門 

 令和６年８月９日（金）９：２０～１２：１５ ※時間は分野により異なる 
（数学・物理・化学）富山大学理学部 （生物）県総合教育センター 

 

３ 参加者数  計 ４３１人 （４６５人） ※（  ）は昨年の参加者数 

  中学校部門   ２４４人  （２５６人）   

  高校 部門   １８７人  （２０９人） 

数学 ７９人（７２人）、物理 ２０人（３０人） 

化学 ６７人（９０人）、生物 ２１人（１７人）  

 

４ 実施内容  

【中学校部門】 

   ・個人参加。検査時間は９０分。 

   ・自然科学（理科・数学）を中心とした統合問題に取り組む。 

 【高校部門】 

   ・２人一組のチームで共通問題と分野問題に取り組む。 

  （１）共通問題  

    共通問題は、数学必修、物理・化学・生物から２つ選択して取り組む。６０分 

  （２）分野問題 

   ・数学は筆記問題にチームで取り組む。８０分 

   ・物理は実験を伴う問題にチームで取り組む。９０分 

   ・化学は実験を伴う問題にチームで取り組む。９０分 

・生物は筆記問題および実験・観察を伴う問題にチームで取り組む。８０分 
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５ アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〇 参加者の感想 

＜中学校 部門＞ 
・とても難しかったが、気づくと嬉しい問題や富山について知ることができる問題があって

楽しかった。 
・普段では解くことのできないハイレベルな問題に挑戦できたのが良かったです。富山の魅

力を知りました。 
＜高校 部門＞ 

◆数学分野 
・学校のテストでは味わえない面白さがあってとてもよかった。 

・２人で協力して答えを出すのが今の時代に求められるコミュニケーションを通して課題
解決する力を鍛えられて良いなと思った。 

◆物理分野 
 ・最初はどういったものなのか、よく分かっていなかったが、思考力を問う問題が中心で、 

考えるのがおもしろかった。実験の実技でもどうしたらよりよいかを考えながらできてよ
かった。 

  ・ペアで話し合いながら実験をするのがとても楽しかった。 
◆化学分野 

・学校ではできないような実験が体験できてよかった。 
・レベルの高い問題だったので、実験装置を作る時点から大変だったけど、見たことない

実験器具などにさわることができて楽しかったです。 
 ◆生物分野 

・アリの同定が難しかったが面白かった。 
・問題が思考力を問われるものが多くて面白かった。 

問題は難しかったですか 問題は面白かったですか 参加してよかったですか また参加したいですか 

ちょうど 
やや簡単 簡単 

難しかったと 
感じた割合 

 93％ 
（前回 92%） 

やや難しい 

難しい 

面白かったと 
感じた割合 

84％ 
（前回 89%） 

あまり面白くない 
面白くない 

やや面白い 

面白い 

ふつう 

よかったと 
感じた割合 

86％ 
（前回 88%） 

大変よかった 
ややよかった 

ふつう 

やや悪かった 悪かった 

 
どちらでもよい 

あまり 

参加したくない 

参加したくない 

参加したいと 
感じた割合 

 78％ 
（前回 70%） 

できれば参加したい 

ぜひ参加したい 

＜中学校部門＞ 

＜高校部門＞ ※今年度より、Google フォーム回答利用 

 

 

大変よかった、 

ややよかった 

ふつう 

参加したくない 

あまり参加したくない 

参加したいと 
感じた割合 

 55％ 
（前回 61%） 

どちらでもよい 
参加したい、 

できれば参加したい 

簡単、 

やや簡単 

大変悪かった、 

やや悪かった 

面白かったと 
感じた割合 

63％ 
（前回 87%） 

面白い 

やや面白い 
74%24%

2%

難しい、 

やや難しい 

ちょうど 

難しかったと 
感じた割合 

 74％ 
（前回 84%） 

面白い 

あまり面白くない 

ふつう 

よかったと 
感じた割合 

74％ 
（前回 84%） 
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令和７年５月 30日 

夜間中学設置準備担当 
 

「第３回富山県公立夜間中学設置検討協議会」の報告 

 
 

１ 設置基本方針（案）「第４章 教育課程、学習指導、学校生活等」について 

（主な意見）                          資料１参照 

・教育課程には、個に応じた柔軟な対応が必要。 

・日本語指導を行うが、日本語学校ではないことを理解してもらうことが大切。 

・道徳、総合的な学習の時間、特別活動についても工夫して行い、探究的な活動 

が充実するとよい。 

・仕事を終えて各地から移動しても間に合うような時間設定にすることが大切。 
 
 

２ 県立夜間中学設置予定地について               資料２参照 

（主な意見） 

  ・県立高校定時制（夜間）の施設を活用するのがよい。 

  ・高校側の教育活動に支障をきたさないか慎重に検討する必要がある。 

  ・定時制４校は、県民生涯学習カレッジの各地区拠点となっていることも考慮す

べき。 

 

３ 令和７年度の広報活動・ニーズ調査の実施について       資料３参照 

（主な意見） 

・入学対象の方に確実に届けるための努力が感じられる。 

・個別相談会では想定しない要望も出るだろうが、できるだけ柔軟に応えられる 

ようにしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 
（参考）  

① 令和６年第 12 回教育委員会（11/12） 
  ・第１回検討協議会で共通認識した内容を報告 

② 11 月議会 
  ・設置に向けてのスケジュール、設置場所 
   ⇒ 入学希望者のニーズや既存施設の有効活用、交通利便性等の観点から検討 

③ 令和７年第２回教育委員会（2/14） 
 ・第２回検討協議会で共通認識した内容を報告 
④ ２月議会 
 ・夜間中学設置準備担当を教育みらい室に設置 
 ・設置場所 
  ⇒ 入学者の状況を把握し、既存施設の有効活用や交通利便性などの観点も踏 

まえて検討 
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設置基本方針（案） 

 第１章 公立夜間中学について 

 

 第２章 本県の現状 

 

 第３章 公立夜間中学設置に向けた基本計画 

１ 入学対象者 

  ２ 夜間中学の基本理念（目指す学校の姿） 

  ３ 育成を目指す資質・能力 

  ４ 本県の夜間中学における取組 

  ５ 開校時期（開校までのスケジュール） 

  ６ 設置場所及び設置形態 

  ７ 入学時期 

  ８ 修業年限 

  ９ 教職員 

  10 費用 

 

 第４章 教育課程、学習指導、学校生活等 

  １ 年間及び週間授業時数 

  ２ 授業日 

  ３ 学年及び学級編制 

  ４ 授業実施方法 

  ５ ICT の活用 

  ６ 特別活動 

  ７ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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第４章 教育課程、学習指導、学校生活等 

 

  １ 年間及び週間授業時数 

・年間総時数を 700 時間程度とする。 

・１単位時間を 40 分とし、１日あたり４時間、１週あたり 20 時間の授業を行う。 

   ・市町村立中学校と同様にすべての教科を履修する。授業理解に必要な日本語習得 

    を目指す場合は、教科の代わりに日本語の授業を行う。 

   ・学び直しや進学のニーズが多くあることを踏まえ、国語、社会、数学、理科、外

国語の各教科の時間数を十分に確保する。音楽、保健体育、美術、技術・家庭の

各教科については、内容を工夫し、時間数を減らして実施する。 

   

２ 授業日等 

   ・月曜日から金曜日までの週５日を授業日とする。 

   ・３学期制とし、夏季休業等の長期休業期間を設ける。 

 

  ３ 学年及び学級編制 

   ・１学年につき１学級を開設する。 

   ・１学級につき、生徒は 30 名以内とする。 

 

 

  ４ 授業実施方法 

   ・対面による授業を行う。 

   ・音楽や美術等の教科は、３学年合同で授業を行う。 

 

  ５ ICT の活用 

    全生徒に一人一台端末を配備し、個別最適な学びや教え合い学び合う協働的な学 

びを組み合わせ、主体的・対話的で深い学びの実現を目指す。 

 

  ６ 特別活動 

    生徒会を組織し、学校行事の実施に当たっては、地域や家族との連携を大切にし 

ながら、生徒会とともに検討・計画に取り組む。 

    

  ７ その他 

    学業と就労を両立できるように始業時刻・終業時刻を設定するためには、十分な 

時間の確保が難しいことから、給食は提供しない。ただし、生徒の健康を守るため 

に、校内で食事をとることができる場所と時間を確保する。 
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県立夜間中学設置に向けた比較

①新設

　○：対応可能　　△：工夫により可能　　×：困難

全日制高校 定時制（夜間）高校 特別支援学校

○／△ ○／△ △／△

部活動のため、一部、特別
教室や体育館等の使用に制
限あり

夜間の生徒と時間帯が重な
るため、特別教室や体育館
等の使用に制限あり

障害種に合わせた校舎、設
備である

○ ○ ○

最寄り駅から近い学校あり 最寄り駅から近い学校あり
最寄り駅から近い学校あり
（あいの風とやま鉄道沿線
にはなし）

△ ○ △

夜間に学ぶ学生の受け入れ
経験がなく、地域への説明
が必要

夜間に学ぶ学生の受け入れ
経験あり

夜間に学ぶ学生の受け入れ
経験がなく、地域への説明
が必要

△ △ △

現在使用しているが、空け
ることが可能な教室の改修
が必要

現在使用しているが、空け
ることが可能な教室の改修
が必要

現在使用しているが、空け
ることが可能な教室の改修
が必要

△ ○ △

時間帯が異なるため、別途
運営

時間帯が重なるため、一体
的な運営可能

時間帯が異なるため、別途
運営

施設運営

校長室・
職員室の確保

〇交通利便性等も考慮して、可能な限り、県内全域から通いやすい場所に設置する。
〇夜間の安全性を考慮する。（生徒は15歳以上）

　・開校までに施設整備に要する時間が長期間となる。

③既存の県有施設を利用（県立学校）

②既存の県有施設を利用（庁舎、会館、文化・体育施設）

　・設置に必要となる最低限の床面積を確保できない。

地域の理解

既存の県立学校施設を利用して設置

交通の利便性

特別教室

体育館等

教室

資料２

特
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令和７年度の広報活動・ニーズ調査の実施について 

 
① チラシ・ポスター作成、配布（５月中旬～６月末） 

○ 夜間中学説明会・個別相談会開催周知用チラシ・ポスター作成、配布 
 

② 入学希望者を対象としたアンケート調査（５月中旬～７月末） 
○ はがき付きアンケート兼夜間中学広報の作成、配布 10,000 枚 

   ＱＲコード付ポップアップの作成、配布 
    ＜主な配布先＞ 

・関係団体 
       （国際交流団体、若者サポートステーション、自立支援相談窓口、 

福祉会館、ひきこもり支援団体） 

    ・教育機関 
（市町村教育委員会、図書館、地区センター、小中高保護者 等） 

・行政機関 
（各市町村庁舎、福祉協議会、保健福祉センター、ハローワーク 等） 

・ご協力いただける民間商業施設 
（郵便局、コンビニエンスストア、ドラッグストア、ゲームセンター 

等） 
    〇  県のホームページ掲載 

       日本語、英語、中国語、ベトナム語、タガログ語、ポルトガル語 
○ 新聞・ラジオでの周知(富山県からのお知らせコーナー) 

○ 県の LINE、Ｘからホームページへの誘導 
○ 夜間中学説明会、個別相談会後のアンケート回収 

 ○ 聞き取り調査 
   関係団体に出向いて、入学希望者に聞き取り調査を実施する。 

（国際交流団体、若者サポートステーション、自立支援相談窓口、福祉会館、

ひきこもり支援団体、フリースクール 等） 

 
 

 
 

 

 
 

 
③ 夜間中学説明会①（Ｒ７年６月 28 日、29 日） 

    基調講演（文部科学省） 
群馬県教育委員会（県立みらい共創中学校）、石川県あすなろ中学校の 

取組紹介（パネルディスカッション） 
 

④ 夜間中学説明会②（Ｒ７年 11 月頃） 
     富山県立夜間中学の説明 

 
⑤ 個別相談会 

   各夜間中学説明会後に実施、相談窓口の設置・個別相談継続 

資料３ 

＜内容＞ 対象：学んでみたい本人もしくは関係者 

・夜間中学に入学したいと思いますか 

・入学したい理由は何ですか 

・どこにあれば通えますか（複数市町村名）  

・通う場合、どうやって行きますか（交通手段）  等 
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ちゅう がっ こ うおなちゅう がくひる まや かんちゅう がく

夜間中学も 昼間の中学と 同じ 、 中学校です。

ちゅう がっこう そつぎょうしゅうりょうか ていすべ

全ての課程を 修了すると 中学校卒業と なり ます。

授業料はかかり ません。 教科書は無償です。
じゅぎょうりょう きょう かしょ むしょう

じゅぎょうじ かんしゅうじ かん

にちへいじ つ あいだしゅう いつか

週５ 日（ 平日）、 1 7：0 0 ～2 1：0 0 の間に１ 日

４ 時間、 週2 0 時間の授業があり ます。

う ら めん かく にん

裏面も ご確認く ださ い。 　 Chec k the  b a c k.　 　 Ve rifiq ue  o  ve rso .

背面。  请检查 Pa kisuri a ng  liko d . Vu i lò ng  ki・m  tra  m ・ t sa u .

対象の方
たいしょう かた

さ まざま

びょう き

り ゆう

ふ と う こ う

ぎ む きょう いく しゅうりょう かた

じゅう ぶん まな

かた

ほんごく ぎ む きょう いく しゅうりょう がいこ くにっ ぽん

せき かた

●様々な理由で義務教育を修了でき なかっ た方

●病気や不登校などで十分に学ぶこ と ができな

　 かっ た方

●本国や日本で義務教育を修了し ていない外国

　 籍の方

と やまけんないざいじゅう さ い い じょう かた

富山県内在住の15 歳以上の方で、

や かんちゅう がく いま まな

き も がっ こ う

夜間中学は、「 今から でも 学びたい」 と

いう 気持ちにこ たえる学校です

と やま けん り つ
ち ゅ うかんや がく

富山県立夜間中学開校に向けた

アンケート ご協力のお願い
き ょ う り ょ く ねが

富山県教育委員会　 教育みら い室

夜間中学設置準備担当

きょう いくかいいんいいくきょうけんやまと

び たん と うじゅんちせっがくちゅうかんや

し つ

夜間中学について、 詳し く は

文部科学省ホームページを

ご覧く ださ い。

や かんちゅう がく く わ

も ん ぶ か がく しょう

ら ん

と
い
あ
わ

さ
き

お
問
合
せ
先

〒93 0 -85 0 1　 富山市新総曲輪１ 番７ 号

TEL 0 7 6 -44 4 -33 7 0    FAX 0 7 6 -4 44 -4 43 9

　 　 m l-yakanchugaku@ p re f.to yam a .lg .j p

と やま し し んそう が わ ばん ごう

まな かた こ え

き

学んでみたい方、声を

聞かせてく ださ い

むこ うかい

料金受取人払郵便

富山南局
承　 認

118 6

差出有効期間
2 0 2 5 年7 月
2 5 日まで

富山市新総曲輪１ 番７ 号　

富山県教育委員会 

教育みら い室

夜間中学設置準備担当　 行

富山県立夜間中学について、 詳し く 知り たい方

は、下に連絡先を お書き く ださ い。お預かり し た

個人情報は、 目的以外の利用はいたし ません。

郵便はがき

９ ３ ９ ８ ７ ９ ０

※いずれかに○をつけてく ださ い。

（ 1 0 代、 2 0 代、3 0 代、4 0 代、 5 0 代、6 0 代以上）
い じょうだい だい だい だい だい だい

　 　 な まえ

お名前

　  じ ゅう し ょ

ご住所

でん わ ばんごう

電話番号

ねんれい

年齢

メールアドレス

と やまけんり つ や かんちゅう がく く わ し かた

し た れんら く さ き か あず

こ じ んじょう ほう も く てき い がい り よう
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し つも ん

質問１

かいと う ほう ほう

回答方法

かいと う き げん

回答期限

富山県立夜間中学アンケート
と やま けん り つ や かんちゅう がく

1  イ ンタ ーネッ ト

2  はがき

令和７ 年７ 月2 5 日（ 金）まで
れい わ ねん がつ にち き ん

あなたは夜間中学入学の対象の方（ ※）

ですか。 ※表面を ご覧く ださ い

や かんちゅう がく にゅう がく たいしょう かた

おもてめん ら ん

し つも ん

質問６ 富山県立夜間中学について、 知り たいこ

と 、不安に思っ ているこ と などがあれば、

自由にお書きく ださ い。

と やまけんり つ や かんちゅう がく し

かじ ゆう

ふ あん おも

たいしょうしゃ かんけいし ゃ か ぞく し あ

たいしょうしゃ

①対象者である

②対象者の関係者（ 家族、 知り 合いなど） である

し つも ん

質問２ 富山県立夜間中学に入学し たい（ 入学さ

せたい） と 思いますか。

や かんちゅう がく にゅう がくにゅう がくと やまけんり つ

おも

にゅう がく にゅう がく かんが

にゅう がく にゅう がく

えら かた り ゆう おし

むずか

ちゅう

にゅう がく にゅう がく

①ぜひ入学し たい（ 入学さ せたい）

②入学し たい（ 入学さ せたい） が、 考え中である

③入学し たい（ 入学さ せたい） が、 難し い

※②、 ③を選んだ方は、 理由も 教えてく ださ い。

し つも ん

質問４ 夜間中学の場所がどこ にあれば通えます

か。 すべて選んでく ださ い。

や かんちゅう がく ば し ょ かよ

えら

かみいちまち

たかおか し

あさ ひ まち

たてやままち

ひ み し

にゅう ぜんまち

ふなはし むら

お や べ し

く ろ べ し

と やま し

と なみ し

う お づ し

い みず し

なん と し

なめりかわ し

①朝日町 ②入善町 ③黒部市 ④魚津市 ⑤滑川市

⑥上市町 ⑦立山町 ⑧舟橋村 ⑨富山市 ⑩射水市

⑪高岡市 ⑫氷見市 ⑬小矢部市 ⑭砺波市 ⑮南砺市

し つも ん

質問５ ４ で選んだ場所に夜間中学があっ たと す

ると 、 どう やっ て行き ますか。

（ いく つでも 選べます）

ば し ょ や かんちゅう がくえら

い

えら

じ か よう し ゃ でんし ゃ じ てんし ゃ と ほ

①自家用車　 ②電車　 ③バス　 ④自転車　 ⑤徒歩

し つも ん

質問３

①中学校を卒業し ていないから

②中学校を卒業し たが、 あまり 通えなかっ たから

③中学校を卒業し たが、 中学校の勉強を学び直し

　 たいから

④高校などへ進学をし たいから

⑤仕事をし たり 、 今の仕事のために学んだり し た

　 いから

⑥日本語の読み書きができるよう になり たいから

⑦日本語がう まく なり たいから

⑧日本の文化や社会について学びたいから

⑨友達を作り たいから

⑩その他　 ※⑩を 選んだ方は、自由にお書き く ださ い。

ちゅう がっこう そつぎょう かよ

ちゅう がっこう そつぎょう

こ う こ う し んがく

し ごと まなし ごと

に ほん ご

に ほん ご

に ほん ぶん か

と も だち つく

た えら かた じ ゆう か

し ゃ かい まな

よ か

いま

ちゅう がっこう べんきょう まな なお

ちゅう がっこう そつぎょう

入学し たい（ 入学さ せたい） 理由は何で

すか。（ いく つでも 選べます）

り ゆう なんにゅう がく にゅう がく

えら

アンケート の回答を下のはがき 部分に書き、

切り 取っ て郵便ポスト に入れてく ださ い。

かいと う し た ぶ ぶん

と ゆう びん い

か

き

1 か2 の方法で回答し てく ださ い。
かいと うほう ほう

二次元コ ード から

回答し てく ださ い。

に じ げん

かいと う

日本語 英語
Eng lish

タ ガログ語
Ta g a lo g

ポルト ガル語
Portug uê s

中国語
汉语

ベト ナム語
Ti・ng  Vi・ t

と やまけんり つ や かんちゅう がく

富山県立夜間中学アンケート

　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 )

②③を選んだ方は理由を書いてく ださ い。 　

　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

⑩その他

　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

えら かた り ゆう か

た

し つも ん

質問１

し つも ん

質問６

し つも ん

質問２

し つも ん

質問４

し つも ん

質問５

し つも ん

質問３
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卒業者数
(a)

就職希望者数
(b)

就職率
(d)=(c)/(b)

全国
就職率

人 人 ％ ％

7,776 1,424 99.9

(6,102) (1,057) (100)

8,038 1,513 99.9

(6,295) (1,124) (99.8)

令和７年３月高等学校卒業者の就職状況について

(令和７年３月末現在調査）

令 和 ７ 年 ５ 月 ３ ０ 日
教育委員会教育みらい室県立高校課
経 営 管 理 部 学 術 振 興 課

　令和７年３月高等学校卒業者の３月末現在の就職状況は、就職希望者１，４２４人に対し、就
職者は１，４２２人、就職率は９９．９％（文部科学省発表）となりました。
　都道府県別の就職率では、福島県に次いで高い県となりました。

就職者数
(c)

人

令和 ７年３月

県全体 1,422

98.0

（うち県立） (1,057)

※　調査対象校種：公立、私立の高等学校(全日制・定時制)
※　調査対象生徒：民間事業所、公務員、自営等全ての就職希望者の状況をとりまとめたもの。

＜参考＞
令和 ６年３月

県全体 1,511

98.0

（うち県立） (1,122)
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参 考 

今後の教育委員会等の日程について 

 

 

○  令和７年６月 30日(月）    10:00  予定 

教育委員会 （県庁本館４階 大会議室） 

 

 

 


